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 図 2. 液晶ガラスの分類 

図 1. 液晶パネルの断面構造  

表 1. 素材別のリサイクル率（％） 

廃棄テレビのガラスリサイクル  
 

 ○小山 秀美 *1)、中澤 亮二 *2)  

 
１．はじめに  

 一般財団法人家電製品協会が発表している平成

23 年度のテレビ（ブラウン管式、液晶・プラズマ）

のリサイクル率は、ブラウン管式 79%、液晶・プ

ラズマ 83%である。素材別リサイクル率では、ブ

ラウン管ガラスは約 43%を占め、最も構成比率が

高い。一方、薄型テレビ（液晶・プラズマ）では

ガラスのリサイクルは進んでいない（表 1）。 

薄型テレビに使われるガラスは、製造時期やメーカーの違いにより化学組成や特性に差

があるため、パネルガラス原料に再利用することができないと考えられている。そこで、

薄型テレビのガラスリサイクルを中心に、廃棄テレビのガラスリサイクルの現状と課題に

ついて発表する。 

 
２．実験方法  

薄型テレビのパネル構造は微細かつ複雑で（図 1）、
ガラスのみを分離回収することが難しい。液晶ガラ

スについては、偏光板の剥離、カラーフィルターや

透明導電膜を除去してガラスを取り出した。分離し

たガラスを波長分散型蛍光 X 線分析装置で分析し、

化学組成の違いによりガラスを分類した。ガラスの

化学組成や熱的特性から、薄型テレビ用ガラス以外

の他用途製品にリサイクルすることを検討した。  

  
３．結果・考察  

化学組成の違いから液晶ガラスの種類は 6 グループ

に分類された（図 2）。国内メーカー製でも、製品を構

成する部品を海外からも調達するケースがあるため、

使用されるパネルガラスが海外メーカー製の場合もあ

り、使用されるガラスの種類も多くなることが確認さ

れた。  
製造時期の古い製品では、ガラス製造の際に使われ

た清澄剤のヒ素やアンチモンが検出されるものも確認

され、他用途利用する際に考慮する必要がある。  
 
４．まとめ  
 薄型テレビガラスの活用例として、溶融スラグ製造  
の際に使われる塩基度調整剤としての活用、放射性廃  
棄物のガラス固化への活用や、液晶ガラス、プラズマガラスとソーダ石灰ガラスとの混合

によるリン酸吸着発泡ガラスへの活用などが今後期待される。また、ブラウン管パネルガ

ラスを使った発泡ガラスへの活用などを含め、廃棄テレビのガラス特性とリサイクルの可

能性について説明する。  
 

*1)繊維・化学グループ、*2)環境技術グループ  
H21.4～H22.3 【共同研究】FPD ガラスの再資源化システムの開発  

ブラウン管式 液晶・プラズマ
鉄 10.0 39.3
銅 3.6 1.2
アルミニウム 0.1 4.2
非鉄・鉄など混合物 0.6 0.9
ガラス 43.1 0.0
その他の有価物 22.3 37.6
全体 79.6 83.1
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図 2. 最大発電時エネルギーフロー  
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図 1. 実験システム構成図  

小型木質ペレット燃焼スターリングエンジン  
発電給湯システムの開発  

 
 ○齊藤 剛 *1)、谷口 貴志 *1)、濱口 和洋 *1)  

 
１．はじめに  
 本稿では小規模施設を対象とした木質ペレットを燃料としたコージェネレーションシス

テムを提案する。本システムは燃焼器から出る高温の燃焼エンタルピーでスターリングエ

ンジンを運転、発電し、スターリングエンジンで回収できなかった熱をエンジン後方に設

置された排熱回収給湯器で回収するシステムである。本実験では実際に小型木質ペレット

燃焼スターリングエンジン発電給湯システムを構築し、発電効率と熱効率を評価すること

を目的とする。  
 
２．発電給湯システムおよび実験条件  

図 1 に今回構築した実験システムの構成図を示  
す。本システムは、燃焼器、スターリングエンジ  
ン排熱回収給湯器の順に接続されている。実験で  
使用する木質ペレットは、ホワイトペレット、グ  
レーペレット、バークペレットの 3 種類とした。  
燃料種によって発熱量が異なるため投入エネルギ  
ー量は 13～14kW になるようにペレットの供給量  
を調節した。供給空気量は 10、13、15、20、25、  
30m3/h に変化させて実験を行った。  
 
３．実験結果  
 実験により最大発電量を得られたホワイトペレット、供給空気量 13 m3/h 時のエネルギ

ーフローを図 2 に示す。この時の投入エネルギー量は 13.7kW、燃焼器内温度は 1142℃で

あり、燃焼器内が高温であることから燃焼状態が良好であることが分かる。また、燃焼器

出口より供給される燃焼エントロピーから 2.4kW がスターリングエンジンに入熱され、発

電量 180W が得られた。エンジンの機械損失は 0.02kW であり、エンジンの冷却により 2.2kW
の熱が放出されるが、この熱は室内の暖房に使用できる。また、スターリングエンジン後

方に設置された排熱回収給湯器の入口温

度が 770℃、出口付近温度が 132℃であり、

回収された熱量は約 3.9kW となった。排

熱回収給湯器によって回収された 3.9kW
から暖房用ヒータによって部屋を暖める

のに使用された熱量は 1.7kW となった。

エンジン冷却時の回収熱量と排熱回収給

湯器によって回収された熱量を合わせた

総合回収熱量は 5.9kW、回収できずに捨

てられた熱は 7.8kW となり、総合エネル

ギー効率は 43.0%となった。  
 
４．まとめ  
 小型木質ペレット燃焼スターリングエンジン発電給湯システムを構築し、最大発電量

180W、発電効率 1.3%が得られ、システムとしての総合エネルギー効率は 43.0%となった。  
 

*1)明星大学  
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